
①コスト縮減
・プロジェクトの早い段階での改善により、

コスト縮減効果が大

②コスト以外の問題解決
・環境負荷の軽減、地域ニーズの反映、

潜在化した問題の発見等

③職員の意識改革・技術力向上
・現状維持の姿勢から改善意識の徹底へ

・ワークショップによる技術継承

設計ＶＥ導入の目的


